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裕明・岩崎峯夫・藤田　孝
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大塚浩二・伊藤敏朗・椿　　昇・中村
隆
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津波による施設の被災シナリオに関する検討－船舶避難に関する検討例－ 川真田桂・岡一章・藤井裕之・山木 553-558
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高木芳朗・木村秀雄・岡田晃佳
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山口映二・仲保京一

577-582
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山口映二・仲保京一
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福岡捷二・保光義文

589-594
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渡武彦・法月怜子・田中宏史・森
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曽根干潟の自然環境特性に関する研究
原　喜則・小島治幸・江政文・　曙
光・清水啓司・久富敬司

613-618

北海道における対馬暖流の長期変動がコンブ生産量に及ぼす影響 瀬戸雅文・佐藤達明・山下克己 619-624

アマモの安定種苗生産とその移植による群落形成
越川義功・山木克則・林　文慶・中
村華子・田中昌宏・小河久朗

625-630

携帯式蛍光光度計を用いた付着藻類の現存量測定による造成干潟の環境調査
高尾敏幸・北野倫生・山本秀一・小
田秀夫・岡田知也

631-636

コンクリート塊および浚渫土砂の有効活用事業における環境改善効果評価
大橋照美・森永真朗・福永浩仁・山
本秀一・田村圭一

637-642

浦ノ内湾でのマイクロバブル発生装置の水質改善効果検証試験
山本　潤・佐伯信哉・足立有平・田
中　仁

643-648

浚渫跡地の修復に関する施工上の影響と研究開発課題の抽出
内藤了二・中村由行・今村　均・佐
藤昌宏

649-654

都市湾奥部の実海域潮間帯における生物共生護岸の実験
浜谷信介・檜山博昭・中瀬浩太・廣
海十朗・岡村知忠

655-660

テラス型干潟におけるタイドプールのベントス生息に対する役割 岡田知也・古川恵太 661-666
衝撃波力を受けるケーソン壁の設計法 津田宗男・高山知司 667-672
海洋構造物に作用する波漂流力の計算精度向上に関する研究 貴田勝太郎・宇都宮智昭 673-678

BEM－VOF解析法の精度向上と3領域結合への拡張
金　相昊・山城　賢・吉田明徳・久留
島暢之・上原　功・山口　洋

679-684

構造物の並進・回転運動を導入したVOF法に基づく2次元数値波動水路の構築 川崎浩司 685-690

フラップ式水門の浮上・沈降挙動の解析
清宮　理・下迫健一郎・由井孝昌・
山下誠也・椎名正樹・土屋昌義

691-696

小樽港北防波堤の国際的評価
関口信一郎・浅田英祺・富岡直基・
本山賢司・林　誉命

697-702

LCC評価手法を用いた消波ブロック被覆堤の施工時安定性に関する研究 吉岡　健・長尾　毅 703-708

沖合い防波堤用のスリットケーソンの開発
坂本　明・大友正悦・中野渡秀一・
関　信郎・長谷川巌・鈴木智浩

709-714

消波ブロック被覆上部斜面堤における上部工形状の影響について
宮島正悟・岡島正彦・森川高徳・奥
田純生

715-720

利用に配慮した緩傾斜護岸への改良法
長谷川雅紀・小林昭男・宇多高明・
野志保仁・星上幸良・沢村敦人

721-726

サンドコンパクションパイルが打設された港湾施設の円弧すべり計算への信頼性
設計法の適用

長尾　毅・野津光夫・今井優輝 727-732

波浪による防波堤基礎地盤の間隙水圧挙動の解析
山崎浩之・金田一広・永野賢次・立
脇和則

733-738

トート係留に使用するための杭型及び平板アンカーの試設計と適用性検討
関田欣治・大村優太・臼井慧介・大
川　豊

739-744

関西国際空港2期空港島造成工事における沈下・層厚管理について
平林　弘・森川嘉之・鈴木慎也・田
端竹千穂

745-750

人工リーフの設置に伴う堤体周辺の地形変化と堤体の沈下に関する研究
荒木進歩・三好宏和・井川辰朗・田
中孝幸・出口一郎

751-756



垂下版式低反射工による渦流れが捨石マウンド被覆材の安定性に及ぼす影響
に関する研究

神野充輝・小野塚孝・中村孝幸 757-762

透水性一様斜面上に設置した袋型被覆材に作用する波力と耐波安定性に関す 島袋洋行・水谷法美・小山裕文 763-768
暴風時における海底パイプラインの耐波安定性評価に関する一考察 高谷富也 769-774
不透過矩形潜堤前面に生じる局所洗掘と洗掘深の定式化に関する研究 李　光浩・水谷法美 775-780
海岸保全施設の前面海浜変化に注目した安定性検討 山本吉道・岩崎伸昭 781-786

大船渡湾への河川からの栄養塩流入負荷量の評価
柏舘信子・オバダ　オデニ　フィデ
ル・佐藤博信・野村宗弘・沢本正樹

787-792

東京湾奥における出水時の河川水挙動に関する基礎的研究 西田有佑・中山恵介・石川忠晴 793-798

感潮域表層底泥の再懸濁に関する現地実験
山本浩一・横山勝英・田中　晋・熊
田康邦

799-804

表層堆積物の分布とwave base ―静岡県三保半島折戸から駒越海岸沖におい 吉河秀郎・根元謙次・木村賢史 805-810

大出水時における伊勢湾の海水流動の再現計算とその流動構造について
村上智一・川崎浩司・山口将人・水
谷法美

811-816

湾口部にシルをもつ湾における底層貫入とDO濃度に関する観測と数値実験 中山恵介・岡田知也 817-822
気象場による撹乱を受けた伊勢湾・三河湾の貧酸素水隗の挙動の再現計算 鵜飼亮行・村上智一・安田孝志 823-828
東京湾における季節特性を考慮した湾内流動の再現計算 五十嵐学・中山恵介 829-834

海洋における水流エネルギーの賦存とその回収の検討
鳥井正志・大久保寛・山根　信・関
田欣治・関　和市

835-840

直線翼垂直軸型水流タービンの海洋環境下への適用検討
鳥井正志・大久保寛・山根　信・関
和市・関田欣治・相良景太

841-844

複数の矩形浮体要素から構成される大型浮体微小間隙内での流体共振特性と
その発生条件

斎藤武久・岩田秀樹・高橋善之・
Guoping Miao・石田　啓

845-850

遊水室型浮防波堤の消波効果と動揺特性に関する研究 中村孝幸・武村尚徳 851-856

沈埋函係留時における係留索のたるみを考慮した動揺解析
吉本靖俊・花田孝美・石橋　透・安
野浩一朗・森屋陽一・玉井昭治

857-862

浮体式風力発電用基盤浮体に関する模型実験
矢後清和・大川　豊・日根野元裕・
高野　宰・砂原俊之

863-868

実測データに基づく洋上風車群近傍の風況推定と発電予測手法の構築
永井紀彦・白石　悟・清水勝義・成
瀬英治・八木一浩・乙津孝之

869-874

着底式大型洋上風車に供するトラスタワーの構造特性と風荷重と後流域の乱れ
に関する風洞実験

関田欣治・大村優太・矢後清和・山
下　篤・宮島正吾

875-880

洋上風力発電施設における疲労解析例
成瀬英治・関田欣治・西　和宏・岡
俊蔵・原　基久・横山茂生

881-886

茨城県神向寺海岸での粗粒材養浜による砂浜の安定化
石井秀雄・中村友和・宇多高明・大
木康弘・熊田貴之・芹沢真澄

887-892

離岸堤周辺の波高変化と汀線変化に関する研究 森　啓之・南　將人 893-898

河口砂州の変動予測モデル
古池　鋼・宇多高明・芹沢真澄・三
波俊郎・星上幸良・高橋　功

899-904

閉鎖性人工海浜の変形とその制御の試み
押川英夫・張信一郎・井芹　寧・堀
田剛広・小松利光

905-910

民生用デジタルカメラを用いた浅海域地形の写真測量法の開発について
田中龍児・西隆一郎・幸　哲也・二
ツ町悟

911-916

離岸流の発生間隔の予測式 柴　誠・宇多高明・芹沢真澄 917-920
海浜流の非定常過程に関する数値的検討 中村聡志 921-926
インレットの形状特性に関する基礎的研究 西隆一郎・Nicholas C.Kraus・川森 927-932

プーケット島のパンシービーチにおける水難事故調査報告
宇多高明・三波俊郎・石川仁憲・大
西敏郎・芹沢真澄・古池　鋼

933-938

有機泥の堆積した河岸の親水性向上のための施工技術の検証
日比野忠史・末國光彦・山田恭平・
田多一史・富田　智・水野雅光

939-944

浚渫ヘドロを用いた干潟造成を目的とした高効率な浚渫底泥脱水技術の開発
片倉徳男・上野成三・小林峯男・柴
田隆宏・今井大蔵・村上和男

945-950

管中混合固化処理にドラム型ミキサを適用した高品質な浚渫固化処理土製造法
の開発

岩田秀樹・奥村雄二・川内　勝・佐
藤芳則・斎藤武久・石田　啓

951-956

ボスポラス海峡横断鉄道トンネル建設工事の函体沈設に関する実験的検討
織田幸伸・伊藤一教・上野成三・小
山文男・木村政俊・栄枝秀樹

957-962

作澪の効果に対する評価手法に関する研究
有田　守・出口一郎・森　鐘一・金澤
剛

963-968

真空吸引式流出油回収装置の開発－大型実験水槽における試験
藤田　勇・吉江宗生・野田　厳・細谷
重勝・立脇和則

969-974

強制排水によるバケット式油回収機の大型造波水槽実験 吉江宗生・藤田　勇 975-980
寒冷地半閉鎖性水域の水質改善手法に関する研究 蒔田俊輔・佐伯　浩 981-986
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